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 1５ リスクレベルが「中」以上の手術を施行した患者の肺血栓塞栓症の予防対策の実施率  

   

 指標の説明・定義  

 周術期の肺血栓塞栓症の予防行為の実施は発生率を下げることにつながります。  

 ※「京都大学 医療経済学分野ＱＩＰ」より引用  

   

  分子 肺血栓塞栓症の予防対策が実施された患者数  

  分母 肺血栓塞栓症のリスクレベルが「中」以上の手術を施行した退院患者数  

     

 結果  

 

 

 

   2022年度 2023年度 2024年度   

  分子 908人  1,019人  1,053人    

  分母 1,042人   1,082人   1,144人    
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